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は じ め に 

経済波及効果分析ツール（以下「分析ツール」という。）は、産業連関表を使った経済波及効果

の分析が簡単にできるよう、神奈川県内の財・サービスの取引を一覧にした「令和2（2020）年神

奈川県産業連関表」を用いて作成しました。 

経済波及効果分析ツール利用の手引き（以下「手引き」という。）は、分析ツールを利用する上

で必要となる前提や分析事例等を掲載しています。併せて御活用ください。 

手引きは、分析方法の見直しや分析ツールの更新等により、利用者の皆様に通知することなく、

内容を変更することがあります。変更した場合、バージョン番号を更新します。 

御不明な点等ございましたら、下記担当までお問合せください。また、利活用状況の把握のた

め、分析結果を公表された場合は、お手数ですが公表資料等を御提供頂けると幸いです。 

 

 

 

 

 

 

【問合せ先】  

神奈川県 統計センター 企画分析課 産業連関表担当  

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-24-2  

T EL：（045）312-1121（代表） 内線2520～2523 

F AX：（045）313-7210 
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